
＜事業内容＞

事業名：福祉まるごと支援事業
令和５年12月定例会

文教福祉常任委員会資料
保健福祉部（2023.12.12）

１.事業の目的

高齢、障がい、子育て、生活困窮などの福祉分野にわたる複数の課題がある
世帯や、対象者本人に複数の課題を抱えている方及びその関係者からの相談を
受け、課題を整理し、様々な相談機関につなぎ、世帯に寄り添いながら継続的
にサポートし、スムーズな課題の解決を目指す。

２.事業実施経過

2017（H29）年10月から、公募型プロポーザルによる委託事業者2者及び直営
により、市内3か所に窓口を設置し事業開始。2022（R4）年度からは直営分も
一部委託とし、体制強化を図っている。

３.契約金額

37,201千円（3か所合計）（財源：国補助3/4）

＜①相談件数が近年増加傾向＞

2023(R5)年度

＜想定する対象者＞

親の介護と
子育てが

重なって大変…

複合的課題
(ダブルケア)

高齢になり収入
減少、50代で

無職の子が同居し
将来が不安…

複合的課題
(8050問題)

障害が疑われるが、
障害者手帳は
持ってない。
何か支援はある？

制度の狭間の
問題

関係者から、
関わっている
世帯の複数の
課題に関する相談

他の相談機関との
連絡調整等

＜福祉まるごと相談窓口設置場所等＞

区分 受託機関 住所 担当区域

北東エリア
担当（2名）

公益財団法人
星総合病院

昭和二丁目17-2
（芳賀・小原田高齢者
あんしんセンター内併設）

芳賀、小原田、富田、小山田、
希望ヶ丘、片平、喜久田、
日和田、西田、富久山、
緑ケ丘、東部、中田

南西エリア
担当（2名）

社会医療法人
あさか
ホスピタル

安積町笹川字経坦45
地域総合サポートセンター
コムニタ
(あさかホスピタル内）

橘、三中、桜、久留米、安積、
田村、大成、大槻、大槻東、
逢瀬、三穂田

中央・湖南・
熱海担当
（3名）

社会福祉法人
郡山市社会福祉
協議会

朝日一丁目23-7
（郡山市保健福祉総務課内）

金透、薫、赤木、芳山、桃見
台、大島、開成、桑野、湖南、
熱海

＜相談実績＞

※H29は10月から事業開始
R5は10月末現在の実績
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事業開始からの相談件数の推移

新規相談 継続相談

＜②複雑・多様な相談内容が大半を占める＞

制度の狭間
1件（0.6％）

ダブルケア
5件（3.4％）

8050問題
9件（6％）

その他複合的な課題
132件（90％）

課題 件数 割合

収入、生活費
・住まい 15 11.4%

収入、生活費
・病気や健康 14 10.6%

収入、生活費
・障がい 5 3.8%

収入、生活費
・仕事探し、就職 4 3.0%

収入、生活費
・家族との関係 4 3.0%

介護
・病気や健康 4 3.0%

計 46 34.8%

※複合的な課題の上位項目

＜事業スケジュール＞

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

相談受付・支援実施

・事業推進に当たり、随時情報共有を実施するほか、毎月1回以上の定例打合せを実施。
・各研修会等で事業周知を実施。

【根拠法令】
社会福祉法第106条の3第2項
（包括的な支援体制の整備）

新規相談内容内訳（2023（R5）10月末現在）


